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１．組織の概要
１） 名称及び代表者名

南足柄衛生(有）
代表取締役社長　　　碓　井　優　喜　朗

２） 所在地
本社 神奈川県南足柄市千津島１８６６番地　　　
資材置き場 神奈川県南足柄市怒田3６番地　　

３）
環境管理責任者 取締役専務　 　碓　井　有　人
担当者 取締役顧問　　 碓　井　源　八

　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL： 0465-74-0255
E-Mail： m.usui@minami-eisei.com

４）

一般廃棄物収集運搬及び産業廃棄物収集運搬
業
浄化槽保守点検、清掃、浄化槽の設置及び下
水道切替工事
建物等清掃、仮設トイレの設置、汚水処理施設
の保守点検

５） 事業の規模

６） 事業年度 １０月～９月

７） 情報公表項目
(１) 法人設立年月日：1970,年6月1日
(２) 資本金：１０００万円
(３) 許可の内容：

許可地区、許可番号、許可区分、廃棄物の種類、(許可年月日、許可の有効年月日）

一般貨物自動車運搬事業（関自貨第1473号）

神奈川県
浄化槽保守点検 神淨第126号

平成14年12月5日
令和10年3月30日

神奈川県
産業廃棄物収集運搬業 1404122870

廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず・＆木くず
平成17年10月20日
令和7年10月19日

南足柄市
浄化槽清掃 南足柄市第10号

平成30年4月1日
令和7年3月31日

許可地区
許可区分 許可番号

産業廃棄物の種類
許可年月日

許可の有効年月日

神奈川県
浄化槽工事 神奈川県　登４第128号

平成14年12月5日
令和10年1月30日

南足柄市
一般廃棄物収集運搬 南足柄市第8号、9号

ごみ（8号）、浄化槽汚泥（９号）
平成30年4月1日
令和6年3月31日

延床面積（㎡） 566.82
従業員数（人） 30

廃棄物収集運搬量（ｔｏｎ） 17082

環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

事業活動内容

202１年
売上高（百万円） 　308.1百万円

mailto:m.usui@minami-eisei.com


(４) 施設状況：
①収集運搬業：運搬車両の種類と台数

台数 燃料
２台 軽油
２台 軽油
２台 軽油
1台 軽油
２台 軽油
1台 軽油

２台 軽油

ダンプ ２台 軽油

1台 　ガソリン

キャブオーバー 1台 　ガソリン

２台 　ガソリン
バン 1台　 　ガソリン

５台 　ガソリン　
バン １台 　ガソリン

②収集運搬業：積み替え保管設備はなし

（５）

２． 対象範囲（認証・登録範囲）、レポートの対象期間及び発効日
１） 対象組織 「１．２所在地」覧に記載

２） 活動 「１．４事業活動内容」覧に記載
３） レポート対象期間及び発効日

レポート対象期間及び発効日は表紙に記載

受託した廃棄物の収集運搬量（２０２１年度）

産業廃棄物
廃棄物の種類 収集運搬量（ｔ）

廃プラ 10.28
木くず 0.00

金属くず 1.29
ガラスくず 0.499

家庭系 7,421.07
し尿・汚泥 9,430.21

2000
糞尿車 3600

3000

収集運搬車両 最大積載量（ｋｇ）
塵芥車 3300

3150

一般廃棄物量合計 17,070.12

収集運搬量総合計(t) 17,082.18

産業廃棄物量合計 12.06

一般廃棄物
廃棄物の種類 収集運搬量（ｔ）

事業系 218.83

2000

1800

2000

350

1500

350
600
350
1000



　

　

３.実施体制図(組織図)

EA２１委員会

委員長 代表者

環境経営システム実施体制図

代表取締役

EA２１事務局

代表者

碓井　優喜朗

環境管理責任者

碓井　有人

委員

環境管理責任者

部門責任者

事務局

　碓　井 源　八

塵芥部 浄化槽清掃部 総合工事部

部門責任者 部門責任者 部門責任者

高橋　幸雄倉田　篤戸倉　克巳

役割、責任及び権限表

対象者 役割、責任・権限

代表者

　・経営における課題とチャンスを整理し、明確にする。

　・環境経営に関する方針（環境経営方針）を定め、誓約する。

　・実施体制を構築し、役割、責任及び権限を定め全従業員に周知する。

　・環境経営に必要な資源（人・もの・資金・情報）の用意する。

　・環境経営全体の取組状況を評価し、総括的見直し、必要な指示を行う。

環境管理責任者

　・環境経営目標、環境経営計画の作成・承認及び社内周知

　・全社組織へのEA21活動実施の統括

　・EA21活動結果全体のとりまとめ承認及び代表者への報告

　・内外環境コミュニケーションへの対応

　・問題点の是正処置の統括

EA21委員会
　・環境経営方針等決定事項の社内伝達

　・EA21活動に関する協議、意見交換

EA21事務局
　・環境管理責任者の補佐

　・EA21活動に関する事務

部門責任者

　・環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画内容の部門内周知

　・部門内EA21活動の実施指揮及び部門内EA21活動結果のとりまとめ

　・問題点の是正処置、予防処置の実施



４．環境経営方針

環境経営方針

【基本理念】
当社は創業以来「街の美化を目指す」を合言葉に事業を進め、「水はきれいにして、

自然に返しましょう！」をスローガンに当社の社名でもあります南足柄に地域に根付い
た企業をめざし、次の世代へとこの豊かな自然を守ってゆくことに少しでも貢献できれ
ばと考えております。更に世界的な問題である地域温暖化に対しエコ・リサイクルに積
極的に取り組み、ゴミ分別・有機廃棄物の再資源化に協力しこの街を守っていきたいと
思います。

【環境行動指針】
当社は上記に掲げた基本理念に基づき、事業活動における環境への影響を社員全員が理
解し、以下の項目につき継続的改善に取組みます。

１．国・地方自治体などの環境に関する規制及び当社が同意したその他の要求を遵守
　　します。

２．地球環境保護のために、省資源・省えエネルギー・リサイクル活動を推進します。
　①燃料（軽油、ガソリン、灯油等）使用量の削減
　②電気使用量の削減
　③総排水量の削減
　④廃棄物排出量の削減
３．収集運搬車両のエコドライブを実施し、省エネと排気ガスの抑制に取り組みます。

４．資材等の購入において、積極的にグリーン購入を推進することにより広く環境保全
　　活動に寄与します。合わせて社内で使用するオフィス用品もグリーン購入の推進
　　に努めます。

５．この方針は当社で働く又は当社の為に働く全ての人に周知し社内外に公表する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2023/2/22
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南足柄衛生有限会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　碓井　優喜朗



５．環境経営目標の策定

 　作成年月日： 2023年2月28日

基準値

電力使用量 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 4 ％削減

20,946 0.462

kWh （東電）

油種別消費量 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 4 ％削減

灯油 <L> 2.49

2,396

ガソリン　<L> 2.32

9,396

軽油　<L> 2.58

37,935

LPGガス(ｋｇ) 3.00

62.00

135,500

kg-CO2

廃棄物排出量 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

2,070

kg

廃棄物排出量 基準値に対し 0 ％削減 基準値に対し 0 ％削減 基準値に対し 0 ％削減 基準値に対し 0 ％削減

3925※

kg

水道使用量 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

1,021

㎥

データなし

全ﾄﾞﾗｰﾊﾞｰの
波状運転指数

　７．４

※産業廃棄物排出量の削減目標の基準値は、2021年度実績とする。
※化学物質の使用はありません。

3
産業廃棄物排出量の

削減
202２年から開始

－
環境経営計画書の
目標達成手段実施

環境経営計画書の
目標達成手段実施

環境経営計画書の
目標達成手段実施

kg／年以下 kg／年以下 kg／年以下 kg／年以下

36,418

L／年以下

59.52

L／年以下

2,324 2,324

9,114 9,114

36,797 36,797

60.10 60.10

36,418

L／年以下

59.52

作　成

碓井

年度

20,108

kWh／年以下

2,300

L／年以下

9,020

L／年以下

2024

年　度　目　標

2,300

L／年以下

9,020

L／年以下

年度

碓井

L／年以下 L／年以下

kWh／年以下 kWh／年以下 kWh／年以下

2021年度 環境経営目標設定表 承　認

年度

5
グリーン購入の推進

購入時に配慮 購入時に配慮 購入時に配慮

計（kg-CO2）
131,435

廃棄物排出量の削減
2018年のデータがない

ので
2019年を基準値とする

2,049 2,0292

131,435 130,080

kg-CO2／年以下

2,029

kg／年以下

1

二酸化
炭素排
出量の
削減

電力使用
量の削減

20,318

購入時に配慮

7.2

kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下

ｋｇ／年以下

Ｎｏ 環境方針項目
CO2

換算係
数2018年度 2021 年度 2022 2023

20,318 20,108

6

4
水使用量の削減

1,001 9901,001

ｋｇ／年以下

130,080

kg-CO2／年以下

2,008

kg／年以下

990

㎥／年以下

kg／年以下 kg／年以下

㎥／年以下㎥／年以下 ㎥／年以下

ｋｇ／年以下 ｋｇ／年以下

化石燃料
使用量
の削減

L／年以下 L／年以下

L／年以下

7.3 7.3 7.2

ﾄﾞﾗｲｰﾊﾞｰの安全で環
境に優しい運転の向

上



６．環境経営目標の実績

2021年度

2018年

実績 評価

基準値に対し 3 ％削減

20,946 0.462 21,701

（東電） kWh／年

基準値に対し 3 ％削減

2.49 3,852

2,396 L／年

2.32 7,337

9,396 L／年

2.58 34,974

37,935 L／年

3.00 66.00

62.00 ｋｇ／年

135,500 127,070

kg-CO2／年

基準値に対し 1 ％削減

2,070 2,090

kg／年

産業廃棄物排出量 基準値に対し ％削減

データなし 3925

kg

基準値に対し 2 ％削減

1021.0 968

㎥／年

購入時に配慮

基準値

７．４

※産業廃棄物排出量の削減目標の基準値は、2021年度実績とする。

○

○

○

ー

購入時に配慮

産業廃棄物排出量の削減
202２年から開始

目標・実績

２０２１年

×

×

○

○

×

○

×

ー

電力使用量

20,318

化石燃料
使用量
の削減

油種別消費量

灯油 <L>

4 水使用量の削減

環境経営目標の実績

2
廃棄物排出量の削減

以前のデータなし

廃棄物排出量

2,049

Ｎｏ 環境方針項目

基準値

CO2
換算係数

目標

1
二酸化炭素排
出量の削減

電力使用
量の削減

ＬＰＧガス(ｋｇ) 60.10

kWh kWh以下

計（kg-CO2）

ｋｇ以下

L以下

L以下

L以下

2,324

ガソリン　<L> 9,114

軽油　<L> 36,797

kg kg

131,435

kg-CO2 kg-CO2以下

㎥ ㎥以下

水道使用量

1001

※二酸化炭素排出係数は2017年東京電力エナジーパートナー（株）調整後排出係数0.４62kg/kWhを適用した。

7.07.36
ドライバーの安全で環境に優し

い運転の向上
波状運転指数全社員の平均値

5
グリーン購入の推進

データなし



環境経営計画に基づき 次年度の取組計画
目標達成手段 実施した取組内容 2022年10月～2023年9月

空調の適温化(冷房28℃、暖房20℃) ■
照明器具の見直し（ＬＥＤ照明等） ■
不使用時の照明の消灯の徹底 ■
間引きの励行

①エコドライブ１０の励行 ■
②停車時のｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟの励行 ■
②急加速・急車の防止 ■
③定期的にタイヤ空気圧のチェック ■
④冷房の控え目使用
⑤車両以外の交通手段を併用

①分別管理の周知徹底 ■
②ﾐｽｺﾋﾟｰの徹底
③ﾐｽｺﾋﾟｰの裏紙利用
ﾍﾟｰﾊﾟｰレス化
両面印刷の徹底

■

①実績把握 ■
②法規制に則り処理 ■
③リサイクルに努める ■

節水意識を高め、徹底 ■

①節水シールの貼り付けとポスター掲示 ■

②節水弁の取り付け

①極力エコ商品の購入を促進 ■
②環境配慮製品の購入 ■

波状運転指数（エコサム） ■
エコ運転指数全員５を目指す ■
エコドライブ１０の勧めの徹底

施策の実施状況（取組結果）：■　実施　△１部実施　□未実施
評価（目標全体で評価）：　　〇取り組みはよくやられている　×取り組みが不十分

3
産業廃棄物排出量の削減

（2022年度から実施）
(目標達成手段の実施)○ （2022年度から実施）

○

○

○

○

７．環境経営計画＆環境経営計画に基づき実施した取組内容、環境経営計画の取組結果と評価、次年度の取組計画

Ｎｏ
環境経営計画

環境経営目標項目
取組
結果

評価

(目標達成手段の全て継続)

6 ドライバー安全で環境に優しい運転の向上
波状運転指数の測定を継続したが、事業の広域化で高速道
路でのデータが高く今後は職種によりデータを収集予定

グリーン購入の推進 ①②に沿って継続

2

5

1
二酸化炭素
排出量の削
減

電力使用量
の削減

化石燃料消費
量の削減

・事務所蛍光灯を40％ 間引いた
・不使用時は消灯を徹底した
・ＯＡ機器を待機モードにし、夜間はコンセントを抜いた
・空調の適温化(冷房28℃ 、暖房20℃ )設定を行った
・屋外灯をＬＥＤ化した

次年度の取組計画に追加の取組が有る場合、逆に削除する取組がある場合は、矢印線の下に該当事項を記載すること。

(目標達成手段の全て継続)

(目標達成手段の全て継続)

(目標達成手段の全て継続)

廃棄物排出量の削減

4
水使用量の削減

＜水道使用量：㎥＞

・ゴミ箱を複数用意し、分別排出するようにした
・裏紙使用を推進

・節水表示をし、節水を呼びかけた
・節水の意識を徹底（データが異常の場合、社長月例で連絡）
・車の清掃など川のみずを利用可能に

(目標達成手段の全て継続)

(目標達成手段の全て継続)

・エコドライブ１０のすすめを配布し、社員教育した
・特にアイドリングストップ、急発信急加速防止を徹底した
・6カ月整備の車両に3か月目、9か月目の自主整備を追加し
た
・空気圧は毎日目視確認をし、整備時に詳細調整を行った
・荷物のないときは公共交通機関を利用した

○

○



チェック日 結果
廃棄物処理法

浄化槽法

自動車リサイクル法

神奈川県生活環境保全条例

南足柄市廃棄物の減量化、資源化及
び適正処理に関する規則適正処理に
関する規則

市が管理するし尿の収集、一般廃棄物の減量。資源化計画等 2022/12/15 ○

家電リサイクル法 家電リサイクル法に係わる製品の排出・運搬 2022/12/15 ○

フロン排出抑制法 業務用エアコンの使用に関する規制 2022/12/15 ○

2022/12/15 ○

2022/12/15 ○

2022/12/15 ○

自動車

ディゼル車

　当社に関係する環境関連法規等は上記の通りですが、遵守状況を令和4年12月に確認した結果、違反はありませんでした。また、関連機
関からの違反等の指摘、環境関連の訴訟も過去３年間ありません。なお、外部からの苦情は活動期間中にはありませんでした。

浄化槽

８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果　並びに違反、訴訟等の有無

遵守状況確認・評価

廃棄物処理法、一般廃棄物の処理

適用される事項（施設、物資、事業活動など）

2022/12/15 ○



見直し実施日 （　■定期見直し　□臨時見直し　）

見直し対象期間

出　席　者

【環境経営システムが有効に機能しているか】

mata 

【環境経営方針】 変更の必要性　：　□有　　■無　

【環境経営目標及び環境経営計画】

【環境経営システム等】

【総　　括】　(環境活動レポートに転記)

にやさしい運転の向上

代表者による
評価

経営的観点

上記を踏まえ、把握。電力等二酸化炭素排出量の低減に寄与。毎月初日に、関連事項につい
ての結果を紹介し問題あれば指摘。又法規制（パワハラ防止法案）の説明、事故防止のための
教育等を実施した。

目標項目
目標達
成状況

経営計画
実施状況

目標・活動計画実施状況の評価（達成の場合：目標設定方法や取組方法の問
題点、次年度の方向性　　未達の場合：原因の明確化、次年度の目標や対応策）

二酸化炭素排出量
　　　　　　の削減

○

ドライバーの安全で環境 ○ ○ 状況見直しで目標達成。エコドライブ１０の徹底

代表者による
見直し

変更の必要性
の有無・変更に
必要な具体的

指示事項

現行の方向性で良しとする。

変更の必要性　：　■有　　□無　

環境改善の目標値の見直しをし、一部変更する。特に2021年度の結果に基づき設定値を変更する。
2022年度から産業廃棄物排出量削減目標を設定して取り組む。

変更の必要性　：　□有　　■無　

浄化槽システムを更新し管理結果票をデータ記録とﾍﾟｰﾊﾟｰレスにした

エコアクションを構築し1年間の状況を見たが、全体的には環境目標を達成したが、部分的には活動状況
で改善されてないので今後さらなる努力によって環境設定を達成できるように全社員一丸となって業務に
まい進する。

変更の必要性　：　□有　　■無　【実施体制】

グリーン購入の推進 ○ ○
新規部品の有無を確認。ＬＥＤへの交換や自販機をヒートポンプ
方式等

水使用量の削減 ○

廃棄物排出量の削減 × ○ 一般廃棄物の減少（特に紙類）を図ったが、目標未達

○ 節水の周知徹底を図った。更に徹底を図る。

現在の体制を維持する。

２０２１年１０月　１日　～　２０２２年９月３０日

９．代表者による全体の評価と見直し・指示

2022年12月28日

　代表者、環境管理責任者、部門責任者

見直しに必要
な情報

①環境関連法規の遵守状況
②環境経営目標の達成状況及びその評価結果
③問題点の是正処置
④外部からの環境に関する苦情結果
⑤その他

○
二酸化炭素の排出は概ね達成できた。電力使用量と、エコドライ
ブの毎月の結果を報告しそれなりの効果はあった


